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⑰ B

⑬メディカルセンター連絡会，通級指導教室連絡協議会等の関係機関との連携
⑭保育園，幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校を対象とした理解啓発研修会の実施
⑮教育委員会担当指導主事，保健センター保健師，保護者等地域に貢献できる施策推進

⑯特別支援学校自立活動授業改善研修，本校自立活動（聴覚活用，言語指導，コミュニケーション手段，心の発達等）研
修の充実
⑰部を中心とした，新学習指導要領を踏まえた授業研究の充実

㉑校舎老朽化に伴う学習環境の整備
㉒教師一人一人が責任・役割を自覚した避難訓練の推進

B

B

A

B

B

A

B

A

⑦各部を中心とした自立活動研修会の計画的な実施
⑧個別の指導計画に基づいた実践

３ 情報保障の推進を図
る。

⑪キャリア教育一覧表の個別の指導計画への活用と見直し
⑫生徒の主体的な進路選択と人生設計の基盤支援

B

重点目標
との関連

・高等部学科検討は高等部会で実施し，委員会は教育課程編
成委員会と抱き合わせて実施し，報告することになっていたが
時間短縮になったものの，内容が深まらなかった。

評価

・昨年度も挙げたが分掌組織の改編。IPトークの専業者を位置
づける。
・せっかく手話の勉強会を実施するものの参加者が異様に少
ない。連絡調整を密にするが，会議や部活が重なり参加できな
いという方も多かった。他の会議を入れず，また部活動の担当
をずらしてもらうなどの調整が必要。

A

B

2019年度　　県立水戸聾学校（特別支援学校）自己評価表

「　Succession of Traditions and Next step Innovations　Ver.２　～伝統の継承そして次への創造　第２章～　」

※評価基準　A：十分達成できている(５点）　Ｂ：達成できている（４点)　Ｃ：概ね達成できている（３点）　Ｄ：不十分である（２点）　Ｅ：できていない（１点）

　〇魅力ある授業づくり　　〇安心できる環境の整備　　〇協働できる学校　　〇地域・関係機関の連携と貢献

達成状況

聴覚の活用と言語力の向上

生徒指導の充実

目指す
学校
像

個別の教育支援計画・個別の指導計画に
基づき，一人ひとりのニーズに応じた教育
と学力の基礎・基本の定着

幼小中高の一貫教育の推進

＜成果＞
・関東地区聾教育研究会（自立活動）を
本校で実施したことにより，聴覚障害教
育の専門性の向上を図ることができた。
･交流教育では学校間交流，地域交流
など多様な交流を行う事により，交流事
業の充実を図ることができた。
・地域の保健センターやメディカルセン
ターとの連携が深まったことから，幼稚
部の入学者が増加した。
･高等部卒業生は筑波技術大学合格，
製造業に就職するなど，全員希望通り
の進路決定ができた。

＜課題＞
・経営企画会はほぼ毎週実施できた
が，すべての諸問題の解決に向け，継
続的な実施が必要である。
･個別の指導計画の改善が具体化した
ので，それに伴う個別の教育支援計画
の見直しが必要である。
・新学習指導要領より，社会に開かれ
た教育課程の確認と見直しが必要であ
る。

昨年度の成果と課題 重点項目

職員研修の充実と専門性の向上

環境整備と防災教育の充実・強化

キャリア教育の推進

交流教育での合理的配慮を踏まえた取り
組み

⑱居住地校交流の推進及び評価の活用（合理的配慮の視点）
⑲学校間交流の内容の充実
⑳手話の普及推進

聴覚障害教育のセンター的機能の充実

重点目標

①個別の教育支援計画・個別の指導計画の有効な活用
②日本語の読み書き能力の向上，スポーツ文化活動の充実
③ICTの活用推進，教材・教具の工夫及びセキュリティーの意識向上
④多様な学科，学習内容の奨励と実施

⑤各部，学科の特色に応じた教育課程の検討
⑥教科会の計画的な実施

⑨自ら課題を解決しようとする態度及び他人を思いやる心の育成
⑩適切なSNSの活用，生徒が主体的に考えるルール作りと生徒指導の充実

具体的目標 具体的方策

１ 確かな学力を身に付
けさせる教育課程の編成

･魅力ある高等部学科検討委員会，教育課程編成委員会を定期的に開催し，各部
における検討の結果を委員会に反映させる。

３ 幼児児童生徒が学習
成果を発表する活動の
促進

・学校ブログでは，学部間に偏りがないように学校の様子を伝えていく。
・平易でわかりやすい文章で作成する。

・学力検査，読書力診断検査，読字力検定の実施し学習態度の確立を図る。

１ 管理規程に基づいた
機器の適切な運用，情報
モラル遵守の徹底

・幼小中高一貫した適切な指導を行うための教育課程の編成，新学習指導要領の
指導内容・方法に関する検討を学習指導部と連携して行う。

３ 職員研修の充実及び
働き方改革の推進

・交流先との事前の打合せを活用して，本校の児童生徒に関する理解啓発を合理
的配慮の視点から行い，共通理解を図る。

・自立活動ハンドブックを自立活動研修や日常の指導に活用する。

･新任者研修を研究部，相談支援部等と連携して計画的に実施する。
・経営企画会等で１年間を通して教員の仕事を見直し，できることから改善を図る。

自
立
活
動

情
報
教
育

３　ICTの活用推進

・聴覚障害教育の基礎基本を身に付けるため自立活動を中心とした学部研修や授
業公開を推進し，職員相互の研修に努める。
・校外の諸研修会，講習会などの広報活動（回覧・掲示・職員朝会での周知，関聾
研などの参加申込）を行う。

・全職員を対象に自立活動に関する基本的・実践的な内容の研修を定期的に実施
する。

学
　
　
習
　
　
指
　
　
導

４ 魅力ある図書館づくり
図書館教育・読書指導の
充実

評価項目

６ 交流活動の推進と充
実

教
務

経
営
企
画
係

２ 個別の教育支援計画・
個別の指導計画の活用

・管理職や教務主任と連携し，様式の記入方法を確認するとともに保管期限の過
ぎた公定帳簿等を処分する。
・資料室の物品を適切に管理する。

４ 校舎内外の環境整備
の推進

課題及び次年度への改善策

・図書購入を計画的に実施し，図書館の環境整備を行う。

・各種行事及び会議などの情報保障を適切に行い，校務の円滑な推進に努める。
・手話勉強会を通して教職員のコミュニケーション能力の向上を図る。
･手話表現や通訳者としての心構えなどについての研修を行い技量の向上を図
る。

・さらなる環境整備につとめる。

・教科書紹介図書やリクエストされた図書だけでなく「図書だよ
り」で紹介された本などを継続して購入し，図書館利用の推進
を図る必要がある。

・個別の指導計画の書式について，改善点等の意見を各学部
で集約し，より書きやすい書式に見直していく。
・各教科，進め方は様々であるが，新学習指導要領に基づい
た授業や，授業力向上のための研修を継続していく必要があ
る。
・各作品展では，係以外の先生にも協力を得て，各担当者が
中心となり出品することができた。次年度も協力を得てやって
いく必要がある。

A

・ブログの外部サーバーの再検討が必要。
・タイムリーな情報発信に努める。

・研修は継続する。Wi-Fi環境の整備は，県や国の方針に左右
されるが，現状で可能な限り効果的な運用を考える。

・授業におけるタブレットの利活用を進め，研修を行う。

・校内読書感想文・感想画コンクールの実施（１０月～１１月），チャレンジ読書，朝
読書等を実施する。

・資料ファイルの作成と管理，個別の指導計画の円滑な運用を行う。

・各教科における指導上の問題点，課題，指導の方策等（教材・教具の工夫等）に
関する研修をする。

・各部の自立活動指導力向上研修についての情報発信を積極
的に行っていくことが必要。また研修の記録の所在を決め，他
学部の先生も活用できるようにする必要がある。

・年10回の自立活動研修を実施することができた。次年度の研
修内容については検討が必要である。
・自立活動ハンドブックを日常的に十分活用するのは難しかっ
た。各部，自立活動研修等で活用できる方法を検討したい。
・自立活動だよりを年4回発行した。

・老朽化した校舎や備品を見直し，学習環境の整備に努める。

校
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
分
　
　
　
　
　
掌

５ 公定帳簿や会計簿，
各種ファイルを管理し，
正確な記入を促す。

図
書

１ 諸検査の計画的な実
施と，学習指導に関する
記録や資料の整理学

習
指
導

１ 校内の研修を推進す
る。

２ 職員の各教科等及び
障害についての専門性
の向上に努める。

２ ネットを通した校外向
けの情報発信に努める

研
究

２　教科会活動の推進

・新学習指導要領全面実施に向け，さらなる個別の指導計画
等の活用等，引き続き学習指導部との連携が必要である。

・感想文・画コンクールの参加率を向上させるために，チャレン
ジ読書の広報活動に努める。

・諸帳簿の作成・整理だけでなく，教務主任と連携し管理や正
確な記入の促しができるようにしていく。

・引き続き，交流相手との事前打ち合わせを綿密に行い，計画
的に交流を重ねることが必要である。

・自立活動だよりを年4回発行し，情報提供を行うとともに職員間での共通理解を図
る。

・「聾学校絵画展」「県芸術祭」「ナイスハートふれあいフェスティバル」その他，作品
展・コンクール等への出品をする。

・教員の仕事削減という観点ではなく，改革を意識した改善が
必要である。

・引き続き，常時モラル遵守の働きかけをしていく。

・新学習指導要領に基づき，個別の教育支援計画・個別の指導計画を活用できる
よう学習指導部と連携する。

・個人へのダイレクトな働きかけを行い，遵守意識の向上を図る。
・セキュリティ管理規程，内規の見直しと周知を図る。

・広報活動を通して（図書だより，推薦図書紹介）校内の読書活動の推進を図る。
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・幼児児童生徒の状況について，学部を超えた共通理解を図
る機会がほしい。報連相シートの普及拡散を図る。
・長期休業前だけでなく，必要に応じて学部内で外部講師に依
頼しＳＮＳの使い方やマナーなどをについて話を伺った。来年
度も定期的な講話を聴く機会があるとよい。
・交通安全教室，立哨指導，水戸駅構内巡視は来年度も継続
的に行う。基本的生活習慣等の定着については，各部ごとに
様々なマナーアップ週間を設定し行った。
・社会の変化に伴い，生徒指導規程の変更が必要。学部ごと
に生徒指導に関する内容を洗い出し，一つにまとめたい。それ
とともに，書類様式も改定する必要がある。

３ PTA会報誌を発行し，
保護者の交流を図りつ
つ，本校教育への理解・
啓発に努める。

・広報研修会に出席した後に勉強会を催してから広報誌作りをすることで広報誌の
向上を図る。ゆめ国体・大会の記事を２回目の広報誌とタイアップさせる等，内容
の工夫をしながら活動を進めることで，保護者の交流を図りつつ年２回ＰＴＡ会報誌
を発行する。

４ 学校・家庭・地域およ
び関係機関が連携し，幼
児児童生徒の豊かな心
の育成を推進する。

・幼児児童生徒の規範・規律意識の高揚や公共マナーの向上を図るため，マナー
アップ運動等に参加し，地域社会に貢献する。
・保護者のニーズや時代の流れを汲んだ内容の講演会を実施する。

５ 幼児児童生徒並びに
卒業生の厚生福祉を推
進する。

・交流会を２回，台風被害の義援金募金目的のバザーを実施。
会員相互の親睦を深める活動を活発に行った。窓掃除を奉仕
作業で行い，生徒の教育的環境を整えた。
・関聾P連，高P連，特P連の研修会を通して，他校の情報など
を取り入れることができた。関聾P連では事務局と会長を担当。
水高P連では，本校のPTA活動について発表。

・今年度は２つの企業(日立化成株式会社・TOTOウォシュレッ
トテクノ株式会社)で研修視察を実施した。本校の卒業生が働く
職場の視察をとおして，聴覚障害者が働く職場への理解を深
め，幼児児童生徒の進路について考える機会とすることができ
た。
・来年度は，保護者の希望に即した講演会を企画・開催する。

・広報誌の発行回数を２回としたことで，委員会の実施回数を
減らすことができた。また委員会の開催時間を午前中にしたこ
とで，幼稚部の保護者も参加しやすくなった。今後も保護者が
参加しやすく協力しやすい委員会運営に努めていく。

・中高等部のあいさつ運動へ参加するとともに，バス停から学
校までの通学路点検を行い，危険個所等を確認した。
・聴覚障害をもつ弁護士の方を講師に迎え，スマホ利用時の注
意や聴覚障害者が陥りやすいＳＮＳやインターネット上の詐欺
などについて話を伺った。

・19～21歳の卒業生が集い，保護者・職員・旧職員を含め成人
を祝うことは，たいへん意義深いでの継続していきたい。今年
度は，卒業生が例年になく多かったので，起案時に管理職に
相談をし，対応していただいた。
・部活動等賛助会の募集を総会や同窓会で行い，多くの方か
らご支援をいただきた。大会補助金については大会終了後，迅
速に（12月初旬）配付できた。

・進路指導コーナー，進路指導室を充実させる。

２　基本的生活習慣の定
着と，公共マナーの向上
を図る。

課題及び次年度への改善策

・交通安全に対する意識を高め，事故の未然防止につながるよう，交通安全教室
を実施する。（年1回）
・安全で安心な登校にむけ，週の始めには立哨指導を実施する。
・水戸駅構内での巡視を行う（学期２～３回程度））
・マナーアップ週間を設定し，基本的生活習慣の定着や規範意識を育む。

・幼児児童生徒の状況について，部内で共通理解を図る。

・日常生活全般及び長期休業前など，SNSなどのルールマナー等，適宜指導を行
う。

重点目標
との関連

具体的方策

２ 食生活についての正
しい理解と望ましい習慣
を養い，学校給食運営の
充実に努める。

渉
外

１ 保護者と教職員が協
力して，会員相互の親睦
と教養を深めるとともに，
生徒の教育的環境の充
実を図る。

・定期総会や各専門委員会の活動，及び保護者会や奉仕活動への参加を通して，
会員相互の親睦を深めるとともに，教育環境の充実を図る。
・関聾P連，高P連，特P連などの研修会を通して，他校の情報などを取り入れ本校
のＰＴＡ活動に生かす。

４ 校 舎 内外 の環 境整
備・美化の推進に努め
る。

・全職員で定期的に学校全体の環境を整備し美化に努める。（月1回定期点検，大
掃除の実施，除草作業の実施，学部花壇の整備等）

生
徒
指
導

４ 児童会活動及び生徒
会活動の充実に努める。

・「児童生徒が主役」となる学習活動を実践できるように，特別活動の時間や日頃
の児童生徒会活動を通じて，継続的に指導・支援を行う。

５ 部活動の充実に努め
る。

・部活動運営委員会や各部の顧問会議を定期的に開催し，各顧問を中心に学校
全体で取り組む意識を高める。

・幼児児童生徒の実態把握をし,健康の保持増進に努める。

・各部において必要な情報を検討し，保護者や幼児児童生徒のニーズに合った進
路だよりを発行する。

１ 生 徒 指 導 体 制 を 整
え，問題行動等の未然防
止に努める。

２ 研修視察及び会員相
互の交流を通して，保護
者の見識を広め，聴覚障
害者の進路についての
理解を深める。

・防火管理責任者による安全点検の実施及び事後対応を行う。

３ 学校の安全管理の徹
底を図り，生命尊重を基
盤とした安全教育の推進
と充実に努める。

保
健
・
安
全

・保健室の機能及び環境を充実し，保健センター的役割が発揮できるように努め
る。

防
災
・
環
境

・幼児児童生徒が自ら課題点等を解決できるようにするための，発達段階に応じた
指導・支援を継続的に行う。（随時）

・避難訓練の計画立案及び実施，自衛組織表に基づくスムーズな行動の推進に努
めるとともに，危機管理の意識の向上に努める。

・緊急時にスムーズに対応できるよう職員の共通理解を図る。

・食に関する理解を深め，望ましい食生活を進んで実践できる幼児児童生徒の育
成に努める。

・非常持ち出し袋の準備，引渡し訓練の実施により，緊急時の速やかな対応のた
めの準備を進める。

・学校保健年間計画に合わせた教材資料を提供し，健康教育を推進する。

４ 聴覚障害者の雇用に
ついて理解が深められる
よう，企業との連携を図
る。

・児童生徒の進路希望に合わせた情報を提供することで，生徒が主体的に進路選
択ができるよう支援する。

１ 進路に関する情報提
供の充実に努める。

・職場体験活動を行い，働くことについての意識を高める。

保
健
･
食
育

５ 計画的な進路指導の
充実に努める。

進
路
指
導

２ 就業状況の調査や卒
業生支援の充実に努め
る。

・卒業生の就業状況等の調査，卒業生支援の体制作りを図る。

進
路
指
導

１ 幼児児童生徒の実態
を的確に把握し，健康管
理・健康教育の推進と充
実に努める。

（
特
別
活
動

）

３ 中学部の進路指導の
充実に努める。

・自分が主体となる進路選択ができるよう，他学部見学や情報提供を行い各部で
連携を図る。

B

・生徒が主体的に活動に参加できるような支援を心がけた。支
援が行き過ぎてしまう場面があった。教員それぞれの共通理
解と方向性を考えることが課題である。

・ワーキングチームで話し合ったり，部活動運営委員会で決定
する流れを図り，学校全体を通して取り組む意識を高めること
ができた。今後の課題として生徒指導と部活動の切り離しが必
要かと思われる。

評価

・進路学習をとおして，将来の職業や進学など，自らの進路について関心を深め
る。

A

・研修視察を実施し，聴覚障害や幼児児童生徒の進路について理解を深め，会員
相互の交流を図る。
・保護者の希望に即した講演会を企画する。

評価項目

生
徒
指
導

具体的目標

校
　
　
　
　
　
務
　
　
　
　
　
分
　
　
　
　
　
掌

・職業体験では生徒にあった体験先を開拓し，実施することが
できた。事後学習にも生徒は意欲的に参加できた。

・合同面接会やハローワークの紹介を頼りにしながら職場開拓
を行うことができた。

・持久走大会の監察を毎年高等部の先生方へ依頼しているた
め，職員の救命講習会を行うときは，高等部の先生方が夏に
講習会を受けられるように配慮したい。

・避難訓練を行う際には，学校のみで行うのではなく，消防署
や警察署との連携をする。それによって，地域との関りを密接
にした避難訓練を計画・実施していく。
・災害時に備えて，非常食などの備蓄品の備えを徹底する。
・防犯ブザーの点検は，学校全体で実施する日を設定し，確実
に作動できるか確認する。

B

・人数表により毎日のクラスの人数を把握しているが，行事等
により人数の変更がある場合には，各部の食育係に人数の報
告を行い，確実な給食の提供を行う。
・食数が足りなくなった場合には，各部で調整してもらい，その
後，給食室に来るように統一する。

・現場実習や職場見学等，行事の前後だけでなく，一年を通し
て進路学習ができるよう計画を立てていきたい。

B

・大学進学希望者が増える中，大学についての情報も提供す
るよう努めた。また，企業のパンフレットや募集要項を掲示する
ことで関心を持ち，より詳しい情報を調べようという自主的な姿
勢が見られた。

・正しい食事のマナーを学び，家族や友達と楽しく食事をしようとする態度の育成を
図る。

３ 日常生活の諸問題等
を自ら 解決する力を養
う。

・卒業生支援として，19～21歳の学年の卒業生の集いである「ホームカミングデー
（成人を祝う会）」を計画し，実施に伴う助成を行う。
・部活動等賛助会員の募集を行い，部活動またはその他の教育活動の支援等と
保護者の負担軽減を図る。

・郷土の食文化や特産物を知り，感謝して食べることのできる態度を育成する。

⑨⑩ A

・卒業生支援については，企業訪問時の情報交換にとどまり体
制が作られていない。過去の方法等を参考にしながら支援体
制について検討したい。・就業先・進学先の要請に適切に対処しながら，連携を深める。

・実習先の開拓を行い，障害者雇用についての理解を広げる。

・現場実習先，実習期間等を検討し，生徒一人一人に合わせた現場実習を行う。



①⑧ B

⑤⑪ A

⑤⑭⑮ A

⑦⑯ C

②⑧
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B

⑨ B

⑨⑪ B

⑤⑪⑫ C

A

A

②⑦⑧
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C

⑤⑥
⑰

B

⑱⑲ A

㉒ B

① A

②④ A

⑧ B

⑤⑰ A

⑤ B

⑤⑪ B

②⑧ B

②⑧ A

⑨ B

⑨ A

②⑧ B

⑨ B

④⑪ B

⑮ B

⑮ B

⑯⑰ A

⑯⑰ A

⑯⑰ A

⑲ A

⑲ A

⑱ A

㉑ B

幼
　
　
　
　
　
稚
　
　
　
　
　
部

９ 安全な生活習慣や態度を身に
付けるための経験を積み重ねる工
夫に努める。

・大人の指示にしたっがって行う様々な避難訓練の経験と，安全で楽しく遊ぶ方法
を知る機会を設定する。

小
　
　
　
　
学
　
　
　
　
部

９ 避難訓練や校外活動等を通し
て，安全に生活し，命を大切にしよ
うとする気持ちを育てる。

・様々な想定での避難の仕方，道路の安全な歩行の仕方など実際の体験や経験
を多く設定することで，実際の生活場面に般化できるようにする。

１ 個別の教育支援計画・個別の
指導計画に基づき，生活言語から
学習言語の習得と基礎学力・基礎
体力の向上を図る。

・朝の運動や授業導入でランニング等を実施し，体力の向上を目指す。（週２回）

・職員が元気なあいさつを交わしたり，丁寧な言葉遣いで話したりすることで，児童
への模範となる。

・規範意識の向上を図り，「ありがとう」，「ごめんなさい」の言葉を素直に言える環
境づくりに努める。

・家庭とのコミュニーションを密に行い，睡眠や食事など望ましい生活習慣が身に
付くように，協力して児童の育成にあたる。

５ 児童の発達段階に応じたキャリ
ア教育の内容を個別の指導計画に
取り入れ，将来の自立と社会参加
を見通した指導を家庭と連携を図り
ながら進める。

・児童の実態に応じた「自己管理」の支援，指導に努め，将来に求められる力の獲
得につなげる。

・一人一人が将来の夢や希望をもち，そのために必要な基礎学力の向上，自主学
習の習慣化を図る。

６ 相談支援部と連携し，個々の
ニーズに応じて関係機関との連携
の充実を図ると共に，聴覚障害教
育のセンター的機能を果たすよう努
める。

７ 幼児の全般的な発達への支援
や自立活動における専門性を図る
研修の充実を図る。

・実態に応じたグループを編成し，行事や朝会等主体的な活動ができるようにす
る。

４ 家庭と協力し，望ましい生活習
慣を身に付け，あいさつや感謝の
気持ちを言葉と態度で表わすこと
のできる児童の育成を進める。

８ 地域交流・学校間交流，居住地
校交流などを積極的に進め，児童
の経験の幅を広げるともに，聾学
校及び合理的配慮を踏まえた聴覚
障害教育の理解啓発に努める。

１ 個別の教育支援計画・個別の
指導計画に基づいた，幼児一人一
人の発達に応じた教育支援を行
う。

・幼児の適正な実態把握とスモールステップの目標設定および保護者との共通理
解を図る。

７ 授業研究や部内研修等をとお
して，主体的な学習態度や言語力・
学力の定着，心身の発達などに係
る研究研修を進め，職員の専門性
の向上を図る。

・研究研修日を定期的に設定し，昨年度までの研究を活かし，自立活動に関する
研修や新学習指導要領を踏まえた領域や教科の研修を行い，児童の指導，支援
に生かす。

・幼稚部教育や聴覚障害幼児に対する支援方法の理解啓発を図るための稚部見
学会(年３回)の実施及び説明内容の工夫をする。

・幼稚部の行事への参加や遊びの活動での触れ合いを通して，保護者への理解
啓発を行う。

・地域の高齢者施設での利用者との交流を実施し，思いやりの心を育てる。

・幼児の適切な実態把握と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を教育実践に
取り込む研修を行う。

８ 交流及び共同学習を積極的に
進め，交流園と連携を深めながら
相互理解を図る。

・交流園と居住地園交流の目的や意義等の共通理解と，対象幼児や聴覚障害に
ついての理解啓発のための情報交換を行う。

・特別支援教育のセンターとしての機能が果たせるよう，研修により専門性を高
め，施設・設備が常に利用できるよう整備・管理に努める。

・授業の実践報告や意見交換を積極的に実施し，聴覚障害教育の専門性や，教科
指導力の向上を図る。

・個別の指導計画を重点目標とし，目標を明確にすることで言語や学習の習得に
つなげる。

・学校間交流,地域交流は双方に無理なく,利点のある内容で継
続していく。
・居住地校交流は,時期や回数,内容などを両校の担当者間で
十分に調整しながらすすめていく。

・「小学部の生活のきまり」を整えることで,保護者と共通理解を
図りながら,児童の望ましい成長をさらに促す。

・児童を取り巻く社会の動向や変化をとらえ,児童,保護者,職員
が児童の将来像や育てたい姿を共有できるようにする。

・今年度実施した通級指導教室の児童との交流のように,小学
部職員も通級指導教室の様子や支援部の役割を知る機会を
積極的に設けていく。

・朝の時間の有効活用について,検討してく必要がある。(今年
度は月・木が朝の運動,火・水・金が朝の読書)
・今年度改められた個別の指導計画の新書式の形式や記述
の仕方について整理していく必要がある。

・新学習指導要領に即して整えた令和2年度の教育課程につ
いて,実践しながら検証を行っていく。
・幼稚部,中学部との連携については,幼児児童生徒の発達に
関する理解も深めながら進めていく。

・一人一人のきこえの状況の把握や情報保障について,自立活
動係を中心に理解を深めていく。

・部会と隔週での研究研修を継続し,職員の資質の向上を図っ
ていく。研究研修係と部主事,副主事,学年のとりまとめ担当者
等で定期的に研究の推進について話し合いをもち,学部研究を
進めていく。

・研究推進・自立活動係を中心に県の事業に取り組み，主にコミュニケーション能
力の向上を図る。

A

・運動会で朝鮮学校との交流を実施し，相互理解や聴覚障害教育の理解啓発に努
める。

重点目標
との関連

B

・保護者面談等で保護者と共通理解を図ることができた。
・様々な事情で欠席の多い幼児に対しては，幼児の実態把握
や保護者との話し合う時間の確保が難しかった。

評価

２ 新学習指導要領の実施に伴う
教育課程の整備を行い，幼稚部，
中学部との連携を深め，発達に則
した生活指導・教科指導に努める。

・新学習指導要領の実施に向けて，部内で定期的に新学習指導要領の内容に即
したと教育課程を検討する機会を設定する。

・中学部体験入学への参加を促すとともに，中学部との情報交換の機会を設定す
る。

３ 一人一人の実態に応じたコミュ
ニケーション手段を活用し，豊かな
言語力と思考力の向上に努める。

・児童一人一人の状況や聴覚活用の様子，またそれぞれのコミュニケーション手段
に関し，部内で情報交換をし共通理解をする。（月２回）

・居住地園交流の目的や内容について，保護者の要望に応え
ながら適切に進めることができた。ただ年度途中の実施が何
件かあったので，年度初めに実施できるように丁寧に説明して
いきたい。

・絵日記について講師を迎え，授業研究を実施した。絵日記の
意味や保護者への支援方法について，さらに研修をすすsめて
いく必要がある。
・幼児の発達について，定型発達の理解と本校幼児の発達に
ついて，比較しながら支援方法について研修をすることができ
た。

・園庭が新しく広くなったので，ボール遊びなど動きのある遊び
や遊具の遊びなど，安全面に配慮して住み分けして活動する
ことができた。幼児の安全を確保するために，職員をどのよう
に配置していくか，丁寧に話し合っていく必要がある。

４ 身辺自立の確立と集団活動の
中での遊びの充実を図る。

５ 幼児のキャリア発達に繋がる遊
びの環境作り，及び，保護者に対し
ての子どもの将来像を見とおすこと
ができるような子育て支援を行う。

・幼児が約束や決まりを守る経験や友達とのかかわりの中で，自分の気持ちや相
手の感情を知る経験を通して，我慢したり気持ちの折り合いをつけたりなどができ
る環境作りをする。

・子ども同士のお互いの思いを大人が整理しながら，理解でき
るように支援した。保護者に対しても，トラブルを避けるのでは
なく，気持ちを受け止めながら子どもが見守ることの大切さに
ついて説明した。
・保護者講座については，保護者のニーズに合った内容を再
検討していく必要がある。

・幼児の心身の発達や親子関係の重要性，先輩保護者の子育て体験談等の講座
の実施や本校小・中・高等部生との交流をする。

⑬⑭
⑮

・小学部段階での防災意識や安全意識の育成について,職員
が話し合う機会をもち,日常場面での指導につなげる。

・居住地校交流や学校間交流を推進し，前年度の反省を生かした計画と円滑な実
施に努める。

・相談支援部と連携し，授業参観等の依頼を積極的に受け入れていく。

・幼稚部と連携し，小学部見学会・体験入学・就学説明会等を実施し，幼稚部との
情報交換の機会を設定する。

・読書力テストや学力診断テストを実施し，学習の理解・定着度を把握する。（1回）

２ 小学部（小学校）への円滑な接
続を図るための学びの基礎力の育
成を図る取り組みと小学部との連
携を図る。

・幼稚部，小学部相互の行事交流や交流給食，体験入学への参加との職員の連
携を図る。

・小学部との行事や小学部の授業活動の一部に参加をするこ
とで，子ども同士の交流をすることができた。
・小学部体験や支援部との連携で，適切な就学指支援をするこ
とができた。

・早期教育・相談支援部と連携した就学に向けての居住地小学校及び本校小学部
の見学や就学選択のための情報提供をする。

３ 一人一人の実態に応じた聴覚
学習やコミュニケーション力の育成
と言葉の発達につながる支援を行
う。

・月1回の聴力測定を実施することに努め，聴覚管理の徹底を図る。 ・行事や学級活動のために学期に２回程度の聴力測定実施に
なってしまった。幼児段階では，毎月実施して聴覚管理をして
いく必要がある。・子ども同士が積極的にコミュニケーションが行える環境設定の工夫と，言葉の発

達を促すための支援の在り方の検討をする。

具体的方策

評
価
項
目

具体的目標

６　保護者に向けて，幼稚部公開の
実施と早期教育乳幼児との交流を
通した子どもの発達や障害受容へ
の支援を行う。

・絵日記の目的や指導方法，保護者への支援について，研修を行う。

課題及び次年度への改善策

・自分のことは自分でできるという自信の育成と，集団で遊ぶ中で必要なルールを
学びながら，協力して遊ぶ態度の育成を図る。

・１学期は，園庭の工事のため集団で遊ぶことが少なかった
が，２学期以降は幼稚部全体で遊ぶ様子が見られ，年齢に
あった遊び方や年下の幼児に対して年長児らしい様子が見ら
れた。

・幼稚部見学会については，計画通りに実施することができ
た。見学内容についても，何を見せるか再検討して実施した。
・早期教育と幼稚部の連携について，何が必要かやどのように
かかわるかなど検討する必要がある。



① A

④⑧ A

③⑧ Ｂ

⑥ A

⑦ A

⑨⑩ Ｂ

⑨⑫ A

⑮ A

⑰ Ｂ

⑯⑰ A

㉑ Ｂ

① A

①⑫ B

⑥ B

②③ B

⑨ A

⑨ B

④⑫ A

⑧ A

⑫ A

⑪ C

⑪⑫ A

② A

⑭ A

⑰ B

⑰ B

⑲ A

⑲⑳ A

㉑ B

㉒ B

中
　
　
　
学
　
　
　
部

９ 学級活動や自立活動及び避難
訓練の場において，自ら危険を予
測し回避することのできる知識や技
能を身につけ, 主体的かつ迅速に
行動できる力を育む。

・さまざまな場面を想定し，その対応策を話し合わせるなどの機会を設定する。
・公共の防災学習施設見学を実施し，防災に関する知識を広げる機会を設定す
る。

・教師が生徒の模範となれるように努めていく。
・携帯電話，スマートフォンを適切に利用するための指導が行えるように，生徒指
導部及び高等部と連携して，対応できるように努める。

５ 社会的・職業的自立に向け，職
場体験や清掃活動等，教育活動全
体をとおして，望ましい勤労観，職
業観を育成する。また生徒が主体
的に進路を選択し決定できる気持
ちや態度を培う。

・職場体験学習や日常の清掃活動などの中で，学ぶことや働くことの意義やボラン
ティア精神などの気持ちや態度を育む。
・職場体験の事前，事後指導をとおして，職業生活のルールやマナー，自分に合っ
たコミュニケーション方法について考える場面を設定する。
・進路に関する面談を定期的に実施し，また学校見学会等への参加を勧める等，
より良い進路選択ができるように支援する。

評
価
項
目

具体的目標 具体的方策

１ 個別の教育支援計画及び個別
の指導計画に基づき，各教科の基
礎・基本の定着を図り，学力の向上
を目指す。

・保護者との面談をとおして本人に必要な支援等について話し合う。（定期，随時）

・実力テストを定期的に実施し，基礎・基本の定着及び学力の向上を図る。

・各教科の取り組みを話し合い，言語活動の充実及び教材教具の活用方法につい
て研修を深める。

２ 小学部・高等部との連携を図
り，教科指導及び生徒指導等の一
貫した指導を行えるように努める。

・毎月の教科会や校務分掌部会で情報交換を積極的に行う。生徒指導に関しては
他学部と連携を図り早急な対応を行う。

・交流学習では，さらに交流が深まるように相手校との打合せを綿密に行い，話し
合い活動や聴覚障害の理解啓発等，相互理解を深めることができる活動を実施す
る。

７ 高等学校学習指導要領改訂に
関する他の県立学校や聴覚特別
支援の動向を見ながら，「魅力ある
高等部」の在り方を検討する。

・学習指導要領改訂に関する研修会等に積極的に参加し，改訂のポイントや実施
までの流れ等について十分に理解する。

５ 個別の指導計画の作成をとお
して，卒業後の生活に必要な課題
解決・課題対応能力の向上を目指
す。また，卒業後３年間の追指導の
実施など，進路指導部を中心に卒
業生支援を行う。

・部主事や進路指導主事，担任との連携を密にしながら進路指導を進める。

７ 校内外の研修に積極的に参加
し，教師一人一人の聴覚障害教育
に関する専門性と教科や重複障害
教育に関する指導力の向上に努め
る。

・毎時間の授業を大切にし，指導内容の重点化を図り，指導方法を工夫すること
で，「分かる授業」づくりに努める。

・自立活動の指導力向上を図るとともに，校内外の研修で得た内容や成果を部内
で伝達し，内容を基に話し合いを行うことで，自立活動及び各教科の指導に活かせ
るようにする。

８ 中学校との学校間交流を通し
て，本校生徒の理解啓発とともに，
生徒が自身の障害の特性に気付く
ことができる機会となるように計画
を綿密に行う。

・タブレットPCを活用しながら生徒が思考したことを文章で表現する力を育成し，適
切な言語力の習得を目指す。

６ 相談支援部と連携しニーズに応
じた支援の充実を図り，聴覚障害
教育のセンター的機能の一端を担
えるように努める。

・授業参観や授業見学等の依頼には，相談支援部と連携して適切に対応する。聴
覚障害についての理解啓発を行う。また，交流校などに対して，聴覚障害の生徒に
対する支援，援助の方法について伝える。

３ 個々の実態に応じたコミュニ
ケーション手段の活用を図り，場や
相手，状況に応じた言語・コミュニ
ケーション能力の向上に努める。

・きこえの実態を把握し，個々に応じたコミュニケーション手段を活用する。又，言語
活動の充実を図り，正しい日本語の習得を目指し，教師の指導力向上に努める。
・職場体験や交流学習等をとおして，コミュニケーション面での個々の課題を自覚
し，今後の学習や生活につなげられるように努める。

４ 生徒指導の充実を図り，社会性
やルールを守ることの大切さを自ら
判断できる生徒の育成に努める。

・今年度も阿字ヶ浦中学校３年生との交流及び共同学習は，タ
グラグビーの交流を行った。茨城国体のイベントに合同チーム
を結成して参加するということで，例年より１回多い機会を設け
た。戦術を考えたり，協力して試合に臨んだりしたことで，例年
よりも親交を深めることができた。

・自立活動指導力向上研修を通して，職員全体で自立活動の
授業の在り方についての研修を深めることができた。外部講師
を招聘し，自立活動向上研修を２回行い，昨年度の成果をさら
に向上させることができた。今後も学部一丸となって継続して
行っていきたい。

４ 保護者との連携を図り，基本的
かつ健全な生活習慣の確立と規範
意識の向上を図りながら，自律した
生徒の育成に努める。

・マナーアップﾟあいさつ運動や校内清掃活動，日々の週番活動などを通し，規則正
しい生活習慣と生活環境衛生の意識を育てる。 ・学校のきまりの見直しや生徒会活動・清掃活動・週番活動を

通して自分たちの生活について主体的に考え，取り組む生徒
を育成する。

・各教科において生徒の自立活動での課題を意識することで，
学部全体で共通した方針での支援につなげる。
・個別の移行支援計画等を活用して卒業生支援に当たる。
・キャリアアップブックの内容の検討と活用方法について共通
理解を図る。

・キャリアアップブックを授業で活用しつつ，内容の改善を図りながら，聴覚障害生
徒のキャリア発達の向上につなげる。

・計画に基づいて卒業生支援を行う。離職等の相談があるときは迅速に対応する。

６ ホームページ・ブログ等による
外部への情報発信と，オープンサ
マースクールをとおして，高等部教
育についての理解啓発に努める。
また，相談支援部と連携し，聴覚障
害教育のセンター的機能を果たす
よう努める。

・ホームページ等により高等部の学習や活動の様子などを随時発信し，多くの方に
知ってもらう。

・オープンサマースクールや学校公開では生徒による高等部や
専門学科の紹介を行い，好評であったので今後も継続する。

・オープンサマースクールで高等部の概要や進路状況の説明を行い，また聴覚障
害に配慮した模擬授業を行う。

高
　
　
　
等
　
　
　
部

１ 個別の教育支援計画及び個別
の指導計画に基づき，知識・技能
の習得と活用を図ると共に，進路
希望に応じた指導に努める。

・定期的な面談に加えて，必要に応じて面談を行い，本人・保護者の希望に基づい
た個別の教育支援計画を作成する。

B

・担任を中心に，個別面談期間以外にも必要があれば面談を
実施し,学校生活の充実や進路の実現のための支援につなげ
た。
・高等部会では，毎回生徒現況を報告する時間を設けた。状況
に応じてケース会等をもっと設定する必要がある。

・部会における生徒の現況報告やケース会等を通して，部内での共通理解を図り，
学習や進路に関する支援につなげる。

２ 中学部との連携を図り，教科指
導及び特別活動・生徒指導等の一
貫した指導体制を整えながら，学
力と生活力の向上を目指す。

・教務会や学習指導部会，部活動等における担当者間での検討等を通して情報交
換を行い，指導内容・方法の改善を図る。

・生徒指導上の問題については，発達段階を見極めた指導方
法について共通理解が十分でなかった場合があった。

３ タブレットPCを積極的に活用
し，一人一人の実態に応じた言語
力の向上を図ると共に，教育活動
全体をとおしてプレゼン力（伝える
力）の向 上に努める。

・タブレットPCを積極的に活用し，オープンサマースクールや学
校公開などで高等部や専門学科の紹介などをわかりやすく
行った。
・文章力や言語力の向上のためのタブレットPCの有効な活用
方法について研修する。

・個々のコミュニケーションの特性に配慮しながら，生徒と教師，また生徒同士が正
しく意思の伝達ができるようにする。

・生徒・保護者のニーズに応えられ，かつ10年先を見据えた教
育課程について検討を続ける。

・生徒・保護者の進路希望やニーズに応えられる教育課程や学科を編成する。

８ 近隣の高等学校との交流及び
共同学習，ボランティア活動への参
加をとおして，生徒の望ましい人間
関係や社会性を養うと共に，聾学
校及び聴覚障害に関する理解啓発
に努める。

・校内外のボランティア活動に参加し，奉仕の心や社会・友人との有効な関係につ
いて考える機会を作る。 ・台風19号で被災した地域への災害ボランティアの参加等，ボ

ランティアへの参加を通して生徒たちの自発性や利他性が養
われるので，これからも参加する機会を設けていく。・作品を通した交流活動では，生徒同士が共同作業を行い，コミュニケーションを図

る機会を作る。

・個々の進路希望の実現に向け，模試や課外学習を年間を通して実施する。

・学校の教育活動全般において，保護者への事前連絡と結果報告を徹底する。

重点目標
との関連

評価

・避難訓練や日常の中で起きた地震や台風などの災害の
ニュースなどを取り上げ，防災に関する知識を広げたり，考え
たりする活動を行い，防災意識や知識･技能を高めることがで
きつつある。

A

・学習意欲の向上や態度の育成，家庭学習の定着はしつつあ
る。生徒の課題の調整については，各教科担当間で状況を把
握しながら出すことで，適切な量を提示できた。
・定期テストを１回減らしたが，その分を業者テストで補うこと
で，個々の学力について客観的に捉えることができた。

・問題行動等に関する生徒指導については，他学部・寄宿舎と
連携し，迅速な対応を行うことができた。

・発表の仕方，スピーチの内容や話し方などのこれまで継続し
てきた指導とともに，就職試験や大学入試等を鑑みて作文の
指導も取り入れた。作文については書く機会が少なかったこと
もあり，まだまだ指導が必要である。今後も継続していきたい。

・SNSに関するトラブルと男女交際に関する案件があった。管
理職，部主事，担任，生徒指導主事が丁寧に対応及び指導を
行い，また保護者の協力を得ることで対応することができた。

・職場体験に関する事前事後指導は計画的に実施することが
できた。望ましい勤労観とともに，聴覚障害者として社会で働く
為に，何ができるのが，どう合理的配慮を願うのかなどを考
え，実践することもできた。とても良い経験となった。

・相談支援部を通じて，小学校からの教育相談が１件あった。
授業見学，学部説明などを行い，本人，保護者のニーズに対
応することができた。

・毎日の清掃活動を教師と一緒に行う時間を大切にし，環境整備に努める姿勢を
育てる。

・避難訓練では目的や避難方法・経路について確認する。自立活動・ホームルーム
等では登下校時や休日の場合の避難行動についても考えさせる。

⑲ A

9 避難訓練や自立活動・ホーム
ルーム活動などの時間をとおして，
防災や安全の保持増進に関する基
礎的事項を系統的に理解し，思考
力，判断力を高めることで，防災に
ついて適切な意思決定ができるよ
うにする。

・災害が起こった際には，定期的な避難訓練で学んだ防災や
安全の保持増進に関する基本的な事項について話し合う機会
を設け，適切な意思決定ができるか確認する。

課題及び次年度への改善策



⑭ A

⑭⑮ A

⑭⑮ A

⑬⑭⑮ B

①⑧ A

⑬ A

⑤ B

⑧ A

⑨ B

⑪ A

⑨ B

⑧ B

① B

① B

④ C

④ B

⑪ B

⑪ B

⑯⑰ B

⑮⑳ B

④ B

⑰ B

⑱⑲ B

㉒ B

㉑㉒ B

㉒ B

B

Ａ

B

B

B

B

B

B

９ 定期的に避難訓練や安全教育
を行い，安心で安全な環境を整え，
安全指導の充実を図る。

・寄宿舎体験・見学や研修を計画的に実施し，寄宿舎への理解啓発への一助とす
る。

・校内の研修への参加や，寄宿舎内での研修（手話含む）を積極的に行うことで，
指導に活かせるようにする。

重点目標
との関連

評価

・寄宿舎見学では，相手の方が知りたい情報等を丁寧に説明
したことで，寄宿舎への理解や関心を深めることができた。
・新任者研修として，就寝時間までの体験をする機会を設定
し，普段の学校生活とはまた違う舎生の様子を確認することが
できた。
・年間５回の避難訓練や防災学習会を通し，夜間の地震など
の際にも適切に行動することができた。

・新任教員研修として寄宿舎体験を実施し，理解・啓発に努める。

・児童生徒の実態に応じた活動内容を計画し，実施する。

・避難訓練や事前事後指導を効果的に行うことで，防災意識を高める。

・毎月，安全点検を行い，安心かつ安全な生活が送れるように努める。

・つどいの時間に，体調管理や事故防止などについて指導する。

事
　
　
務
　
　
部

１ 文書の整理，保管，処分を適切
に行う。特に特定個人情報につい
ては厳密に取り扱う。

・県立学校処務規程，文書管理規則等に基づき文書を適切に整理保管し，保存期
間を経過した文書は廃棄する。

Ｂ

・就学奨励費事務において取得した特定個人番号の適切・厳
密な事務処理に努める。・特定個人情報の取り扱いについて，個人番号台帳の管理，運用記録管理個票の

取り扱いを厳密に行う。

２ 予算の執行等の財務に関する
事務を適正に行う。

・事務執行に際しては，法令規則を確認し，正確性，合規性を確保する。 ・予算執行をはじめとする各種業務におけるチェック体制を常
に再確認するとともに，必要に応じて継続的に研修会を実施
し，引き続き法的根拠の確認に努める。また，引き続き相互に
質問できる雰囲気作りや，正確性，合規性に努める。また，具
体的な執行にあたっても，引き続き，校内各担当との連絡調整
を密にする必要がある。

・予算配分決定から執行までの過程を明確にし，経済性，効率性，有効性のある
予算執行を行う。

・破損箇所，危険箇所等については速やかに補修等を行い，施設設備の適切な維
持管理に努める。

・中・長期的な視点を持って，施設設備の整備充実に努める。また，未整備箇所を
明確にする。

４ 学校給食実施基準，学校給食
衛生管理の基準を遵守し，楽しい
雰囲気で給食ができるよう工夫に
努める。

・食材の安全性について複数の者が立ち会いチェックする。 ・学校給食に関する研修会等で得た知識や技術を活用していく
ことで，意識を高くもち，子どもに安心安全な給食を引き続き提
供する。・作業動線を確認しながら調理を適切な手順で行い，安全な給食を提供する。

３　幼児児童生徒が安心・安全に過
ごせるよう，施設設備の維持管理
を適切に行う。

・施設設備が老朽化しており，破損箇所や修繕箇所が多数発
生している。整備が必要な箇所を明確にし，計画的に整備して
いく必要がある。

寄
　
　
　
　
宿
　
　
　
　
舎

１ 基本的生活習慣・生活スキルの
確立を目指し，指導・支援にあた
る。

・引き継ぎや話し合いを緊密に行い，個に応じた支援方法の工夫に努める。

B

・自室の整理整頓や物の管理など，特に高等部から入舎した
生徒について，課題点が見られた。
・今年度から始めたクォリティアップ講座では，1週間の一人暮
らし体験を通し，将来生活を具体的にイメージできる良い機会
となった。
・集団生活における男女関係，同性とのかかわりなど，今後に
向けても課題・検討する事項が見られた。

・整理整頓の時間等を活用し，自分のことを自主的に取り組めるよう指導する。

・スキルアップ及びクオリティアップ講座では，学年に応じた年間計画を立て，日常
生活に必要な技術の獲得を図る。

２ 集団の一員としての自覚やマ
ナー，コミュニケーション能力向上
に向けて支援する。

・つどいや係活動，様々な行事等をとおして，ルールやマナー等の指導を行う。

・集団生活で大切な態度や習慣等について，全体指導や個の実態に応じた指導を
行う。

・個別ファイルの記録に基づいた個別の指導計画を作成し，学校の個別面談に同
席して共通理解のもと指導にあたる。

・学校との連携については，互いに情報共有をタイムリーに行
うことが，今後もより必要となってくる。
・学習習慣の定着については，個々の実態や意欲に差が見ら
れ，担任や教科担当との情報交換が必要である。
・学習時間（1時間）以外は，机に向かう習慣が身に付いていな
い傾向が見られる。

・部会への参加や学舎連絡会（夏季休業中），家庭訪問をとおして連携を図り指導
にあたる。

・実態に応じた学習課題の調整や工夫をし，個々の学習意欲を高める。

・合同学習会では学生ボランティアを活用し，学習の充実を図る。

・児童生徒の実態に応じた活動内容等を設定し，自分の時間を有効に活用できる
よう支援する。

・趣味の講座や行事等をとおして，うるおいのある寄宿舎生活が送れるよう支援す
る。

・研究･研修会の報告を行い，情報を共有し指導・支援に役立てる。

３ 保護者・学校と連携し，個別の
指導目標達成に向けてより良い支
援に努める。

４ 学習習慣の定着に向けて指導・
支援する。

５ 余暇時間を有意義に過ごせるよ
う個に応じた指導・支援に努める。

６ 校内外の専門性にかかわる研
修に参加し，指導・支援の充実を図
る。

７ 寄宿舎見学や研修を実施し，寄
宿舎の効果的な活用を図る。

８ 交流及び共同学習を行い，寄宿
舎及び聴覚障害に関する理解啓発
に努める。

相
　
談
　
支
　
援
　
部

１ 聴覚障害教育における本校の
センター的機能を地域に広く発信
し，関係機関との連携と協働を強
めながら支援の充実に努める。

・保護者，学校，関係機関等からの相談の依頼に応じ，ニーズに合った適切な支援
を行う。

A

・本校のセンター的機能に対するニーズに応えられるような
ホームページの更新を検討する必要がある。
・本校における校内支援の在り方について，各学部や分掌部と
連携しながら方向性を定めていく。

・本校で実施される学校公開や研修会等を，関係する学校や機関，地域等に広く
周知する。

２ 地域や関係機関のニーズに応
えるため，巡回相談，研修会，学校
公開（見学），ホームページや案内
物等を充実させ，聴覚障害につい
ての理解啓発を推進する。

・巡回相談，聴覚障害理解授業，理解啓発研修，資料提供等の要請に迅速に対応
する。

・ホームページやパンフレット等の情報発信手段の工夫や改善を行う。

３ 的確な実態把握のもと，個々の
ニーズや課題に応じた通級指導お
よび教育相談に努める。

・「個別の指導計画」「通級指導教室指導の記録」を作成し，指導の充実を図るとと
もに，児童生徒の在籍校との情報共有に活用する。

・通級指導教室児童生徒の在籍校と，連絡協議会や学校訪問等をとおして連携を
深め，共通理解のもと児童生徒の指導にあたる。

４ 各部との共通理解を深めながら
連携の充実を図る。

・聴覚障害幼児児童生徒の円滑な就学や適切な進路選択に向けて，各部と緊密
に連携を図りながら情報の共有に努める。

評
価
項
目

具体的目標 具体的方策 課題及び次年度への改善策



⑥ A

② A

②⑥ A

④⑰ B

⑥ B

⑥⑰ B

⑥⑰ B

③⑤ B

⑰ B

③⑰ B

⑰ A

① B

④ B

㉑ A

③⑧ B

⑤⑧ B

③ B

⑧ B

⑧ B

⑧ A

⑧ A

⑤⑧ B

④ B

⑥ A

⑨ B

⑧ A

⑯ A

④ A

情
報 ④ A A

⑧ B

⑤ B

⑤ B

⑥ B

⑰ A

①⑰ B

⑤ B

⑯ B

⑤ B

⑤ B

重点目標
との関連

評価具体的方策

重
複
障
害

１ 子どもの実態，個に応じた
指導内容，進路指導の取り組
みについて，検討したり，情報
交換を行ったりすることで，部
間の連携を図り，よりよい指導
内容の充実を図る。

・子どもの実態，指導内容，学校外の活動の場等について情報交換を行い，学部
間での連携を図り年間指導計画を見直すことで，系統立てた指導内容を目指す。

B

・小学部・中学部間で交流授業を行うことができた。児童生徒
間の交流も深まり来年度以降も継続できるようにしたい。
・学部間で児童・生徒の情報交換を行い，教材等を共有して指
導に役立てることができた。
・重複学級の道徳．小学部の教科(理科・社会)の指導について
は研修を深めることが課題である。

・校外研究会，研修に積極的に参加し，指導内容，方法について研修し情報交換
を行う。聴覚障害以外の障害について研修を行う。

特
別
活
動

１ 特別活動の指導内容（計
画・目標・内容・方法）の在り方
について検討しする。

・全校朝会，壮行会の在り方・内容について検討し改善を図る。

B

・全校朝会，壮行会がスムーズに行えるように連絡調整に努め
た。
・各学部の年間計画や実態を踏まえて計画する必要がある。
・全校朝会の反省を各学部から出してもらい来年度に反映でき
るようにした。

・小中高の特別活動の内容の検討と問題点を把握し，段階的な指導ができるよう
にする。

・幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿について学ぶ。

１ 検定試験の積極的な受検
を推進する。

・日本語ワープロ検定，情報処理技能検定の受検について，専門学科との連携を
図り，資格の取得，レベルアップを図る。（年４回）

・練習時間を十分に確保できれば，多くの生徒が資格取得でき
る。練習時間の確保が課題。受検講座の開設を検討。

道
　
徳

１ 児童生徒の実態や発達段
階に応じた指導内容や指導方
法の工夫について検討し，指
導内容の充実を図る。

・「道徳」の授業実践（指導内容および指導方法の工夫）について情報交換および
授業公開を行う。

B

・授業公開は難しかったが，新学習指導要領の読み合わせや
係以外の職員の協力も得ながらの,道徳に関する資料や他校
の実践など最新の情報収集を行うことができた。
・次年度は小学部の重複障害学級も道徳を教育課程に位置付
けることから，目標の設定や評価についてさらに研修を深めて
いく必要がある。

・聾学校における｢道徳」のあり方について検討する。

総
合
的
な
学
習

１ 各部の児童生徒の学習の
達成状況や課題について共通
理解を図り，課題解決のため
の方策を検討する。

・新学習指導要領をもとに，授業内容と小中高の年間指導計画の内容に系統性が
あるか検討する。

B

・各学部で年間指導計画を作成し，系統性があるかを検討した
り，確認することがおおむねできた。
・各学部で計画通り指導を行い，機会があればその内容につ
いて話し合うことがあるが，他学部間で計画的に情報を交換し
たり，共通理解を図ることは難しかった。・各学部の指導内容について情報交換を行い，共通理解を図る。

保
　
　
育

１，幼児（３・４・５歳児）の発達
について学び，指導内容につ
いて検討する。

・幼児の発達について研修し，本校の幼児に必要な指導方法について話し合う。

A

・幼児の発達の中で，運動機能面と表現活動を中心に研修を
行った。一般的な幼児の発達と本校の幼児の実態を比較しど
んなところが苦手でどのような指導をすればよいか，また，環
境づくりをどうすればよいかなど具体的に話し合うことができ，
実際の指導に生かすことができた。

専
門
学
科

１ 専門学科の授業を通して，
働く意欲・態度・技能の育成を
図る。

・職業人として必要となる意識，マナー，態度の習慣化を図れるような指導方法の
あり方について研究する。

A

・職業マナーや「５S」の励行などについて指導し，生徒の変化
が見られた。言葉遣いや挨拶などの指導は，来年度以降も重
点指導項目として取り組んで生きたい。・課題に対して，自ら考え実践できる力を身に付けさせるための指導法について研

究する。

２ 専門性を高めるための授業
形態，指導の方法について検
討する。

・習得した専門的な知識や技術の定着及び習慣化を図るための指導を充実する。 ・各学科，対象生徒全員が資格取得ができた。来年度以降も
継続して取り組みを続けたい。オープンサマースクールの学科
説明プレゼンは，学科ごとの特色が良く表現され，普段の専門
的な知識や技術が定着した結果であると思われる。・各種検定や資格取得のための指導を充実する。

１　児童生徒の実態に応じた指
導方法を工夫検討し，学部間
の連携を図りながら生涯にわ
たって豊かなスポーツライフを
実現する資質や能力の育成を
図る。

・タブレットPCを活用し，図や映像，動画を取り入れ，児童生徒が種目に応じた動き
を視覚的にイメージしやすいよう教材教具の使用方法について検討する。

B

・タブレットを活用することで，中高等部では持久走大会の記録
や目標の設定，ダンスの確認をすることができた。Wi-Fi環境等
を整えたり，視聴覚機器をもっと容易に設置することで，教材
の幅を広げることが課題である。
・学習カードは小中高等部で実施することができた。
・合同体育で学部間の連携を図ることができた。今後は各単元
等の目標の設定や児童生徒の状況等の情報交換を深めた
い。

・技術の習得や理解の程度を把握しやすくするため，学習カード等を取り入れ，
フィードバックができるようにする。

・指導例や指導の方法，状況を学部間で共有し，連携を図る。

外
国
語

１ 児童生徒の実態や学習上
の課題の把握をとおして，基
礎・基本の定着を図るために
効果的な指導方法を研修し，
授業の質を高める。

・授業参観や各種テストの結果等の活用をとおして，児童生徒の学習上の課題を
情報共有し，基礎・基本の定着を図るために有効な指導方法の研究に努める。

B

・ほぼ毎月教科会を開き，例年よりも教員間の情報交換を活発
化させることができた。
・基礎基本の定着のための指導方法についての情報共有の方
法をもっと工夫したい。
・夏期課外等で英検ライティングやリーディング攻略のための
指導をすることができた。次年度は必要な教材を充実させるこ
とが課題である。
・職員各自が研究会に赴くことが多く，教科会では最新の動向
について情報共有を図ることができた。

・英検合格のための指導を充実する。

・職員各自が最新の指導方法や情報等について教科会で共有したり，学内外の研
修に参加するなどして，専門性の向上を図る。

技
術
家
庭

１ 生活に必要な基礎的な知
識・技術の習得をとおして，自
立的・実践的な態度を育てるた
めに有効な指導方法を研修
し，指導の充実を図る。

・児童生徒の実態に応じた指導を充実させるため，個別の指導計画を活用するとと
もに，教科の専門性や指導力の向上に努める。

B

・小学部・中学部・高等部が計画的に家庭科室を使用すること
ができたが，機械・用具等古くなっているものが多い。現在の
児童生徒の実態や時代に合った教材で学習できるよう，教科
会で検討し進めていきたい。

・基礎基本の習得に有効な教材・教具，評価についての研究を行う。

・機械・用具等を適切に管理し，安全な学習環境の整備に努める。

・授業時数の調整がうまくできず，全ての小単元終了後に評価
をすることができなかった。評価方法の改善が必要。
・視覚教材を利用した授業展開ができた。インターネットを使用
するときに，ＰＣからの音源を大きくできるようなスピーカーの利
用ができないか検討する。
・薬品庫の安全管理は，各部管理と警察からの確認で徹底で
きた。

図
工
･
美
術

１ 授業内容の充実や校内で
の作品等の展示をとおして，生
活や社会の中の美術や美術
文化と豊かに関わる資質や能
力を育む。

・県内の美術館での取り組み(複製絵画の貸出等)などの情報収集に努め，授業内
容に応じて活用できるようにする。
・題材を共有したり，必要に応じて連携を図ったりすることができるよう，定期的に
各学部間の情報交換を行う。 A

・茨城県近代美術館から複製絵画，茨城県天心記念五浦美術
館より絵画トランクを借用し，校内展示・鑑賞授業を行った。借
用した際は，他学部に呼びかけて多くの児童生徒が複製絵画
や絵巻物に触れることができた。
・定期的に各部間の情報交換および系統的な指導は引き続き
課題である。

２ 作品展への積極的な呼び
かけと参加を促す。

・作品募集の周知に努め，業務がスムーズに進むようにする。アールブリュット展な
ど公募展に積極的に出品し，制作意欲の向上を図る。

・これまでの公募展に加え，今年度新たな作品展・コンクール
に参加・応募し，生徒の活躍の場を広げることに努めることが
できた。

音
　
　
楽

1 児童生徒の実態に応じた指
導方法を工夫する。

・聴覚活用機器・視覚的教材等の積極的な活用により，授業の展開を深めていく。
様々な楽器に触れさせる題材を幅広く取り扱う。

B

・ロジャーやオンテナを活用した授業展開が行えた。管楽器に
触れる機会を設け，実施した。ネット環境が整うと，動画を用い
た鑑賞が行いやすくなると思われる。
・校歌の指揮や手話については，小学部の高学年以上の児
童・生徒で行うことができた。校歌以外の音楽的活動の設定が
難しかった。

2 行事において音楽的活動を
充実していく。

・指揮や手話をすること等，行事における音楽（特に校歌）の児童生徒の発表の機
会を多く設定し，音楽的に関わる場面を増やしていく。

保
健
体
育

社
　
　
会

１ 基礎的・基本的な知識，技
能の定着をめざし，指導の充
実を図る。

・学部間での社会科の指導上の情報交換を定期的に行い，指導の一貫性と共通
理解を図ると共に授業改善に努める。

B・授業の展開，板書の工夫等について教科会で話し合い，指導方法の向上を図
り，児童生徒の基礎的な知識，技能の理解を深める。

２ 教材・教具の有効活用を図
る。

・教材・教具の共有化を図り，有効活用する。

理
　
　
　
科

１ 基礎・基本の定着，科学的
に探求する力の育成をめざし，
指導の充実を図る。

・小単元ごとの評価など，スモールステップで児童生徒の習熟度を確認しながら，
教科指導の専門性を高め，授業改善に努める。

B
・デジタル教科書，ＰＣ等の視覚教材を活用し，児童生徒の科学的理解を深める。
・視覚的に理解しやすく，結果を予想しやすい観察・実験を行い，科学的に探究す
る力の育成に努める。

２ 教材教具の管理，薬品の
安全管理に配慮し，有効に活
用する。

・薬品管理台帳等を活用し，安全管理の徹底と各部の共通理解を図る。

国
語

１ 児童生徒の実態を踏まえた
指導方法の研修や授業研究
への積極的な参加をとおして，
指導の充実を図る。

・学部間の情報交換および係内相互授業参観を行い，共通理解を図るとともに専
門性と指導力の向上に努める。

A

・教科会では，各部の児童生徒の様子や取り組み等について
情報交換を行い，共通理解を図ることができた。
・２学期を中心に係内相互授業参観を実施し，教科会で意見交
換を行った。国語の担当者としての専門性と指導力の向上に
つなげる機会として，次年度も継続したい。
・作文コンクール，文集製作，漢字能力検定等について，学部
間の連携を図りながら，計画的に進めることができた。

・「言語指導」と教科指導「国語科」の違いを意識しながら授業に臨み，豊かなこと
ばと確かな学力の向上を目指す。

・作文コンクール，文集製作，漢字能力検定等を通し，学部間の連携を図りながら
一貫性のある指導に努める。

算
数
数
学

１ 基礎基本の定着を図るため
の指導の工夫を図る。

・授業参観や授業公開，研修会をとおして，教科指導の専門性と指導力の向上を
図る。

B

・新学習指導要領の学習内容の具体的な指導方法を検討す
る。
・主体的に児童生徒が学習に取り組むための意欲を育む環
境・指導方法を検討する。

・領域ごとに小・中・高の内容を系統立てた指導ができるように，情報交換に努め
る。

・来年度，中学部重複学級は，小４～小６の社会科の教科書を
使用することになるので，小学部においても生活単元学習の中
で，社会科の内容を検討していく。
・元号が変わったので，歴史に関する教材や教具の整理を行
い，歴史年表の購入も検討して，有効活用ができるようにす
る。

課題及び次年度への改善策

教
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